
介護保険まちかど相談 

苦情相談データベース Ver.1.1.1. 

使用方法 
 
＜はじめに＞ 
介護保険まちかど相談薬局の苦情相談業務の手助けになればと考え、このソフトを

作成しました。 
機能としては、 
① 苦情相談等の入力とデータベース化 
② 報告書の作成 
③ 薬局を活用した介護保険制度の周知・定着等支援事業報告書（日本薬剤師会 

平成 15年 3月）に掲載されている相談内容のデータベース 
のみです。 
日頃のまちかど薬局業務、事例報告にご利用ください。 

 
 
 
＜使用環境＞ 
 このソフトは、Windows 版、ファイルメーカ Pro Ver７ デベロッパーを使用し、ラン
タイム版（ファイルメーカーがなくても使用できる）として作成しています。そのため、

Windows XP上のみで動作しますので、他の OS環境では使用できません。 
 
＜著作権等＞ 
 このソフトの著作権は、鹿児島県薬剤師会 薬事情報センター（E-mail ：
kpa-di@po2.synapse.ne.jp）、鹿児島県薬剤師会 在宅医療委員会、鹿児島市薬剤
師会 在宅医療委員会が保有します。手を加えてない形での商用目的以外での配布

は自由です。 
 
＜免責事項＞ 
 このソフトを使用して起こったあらゆる問題に関して、作成者は全く責任を負いませ

ん。重要なバグが発見された場合等を除き、ソフトのバージョンアップは基本的に行い

ません。 
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§１．使用方法 

 ＜起動＞ 
「まちかど相談苦情データベース」フォルダーをハードディスクにコピーしてください。フォルダーを

開くと以下のような画面が開きます。 

 
「まちかど相談苦情データベースアイコン」をクリックしてください。次のようなメインメニューが立ち

上がります。 

 



まず、最初に薬局情報を入力してください。 
データを入力する場合は、画面上部中央にある「DATA入力」ボタンをクリックしてください。 
データベースを終了する場合は、画面右上部の「終了」ボタンをクリックしてください。 
「介護保険制度」「施設入所」「保険料・負担金」「介護等に関する悩み」「介護方法」「介護用品・用

具」「住宅改修」「市区町村独自」「その他」「全ての項目」ボタンを押すと、データベースに保存され

ているそれぞれの項目に該当する事例が一覧形式で表示されます（後述） 
 
＜薬局情報の登録＞ 
メニューの「薬局情報入力」ボタンをクリックしてください。次のような画面が開きますので薬局情報

を入力してください。 

 

 



薬局情報を入力したら、「メニュー」ボタンをクリックしメニューに戻ってください。 

 

 
＜DATA入力＞ 
メニューから「DATA入力」ボタンをクリックすると以下の画面が開きます。 
新規にデーターを入力する場合は、画面上部にある「新規入力」をクリックします。 
 

 



 
次のような新規入力画面が開きます。 

 
 
相談形態、新規再来項目については、該当する選択肢の前方にある四角をクリックすると X が表
示されます。 
受給者氏名等の欄には、介護保険サービスを受けている方の情報を入力します。 
相談者氏名等の欄には、相談者の情報を入力します。 
紹介先に関しては、相談を受けた薬局のみで処理できなかった場合の紹介先を入力します。 
問い合わせ内容欄には、受け付けた相談内容を記入してください。 
回答内容欄には、回答または対応などについて記入してください。 
備考欄は、その他気付いた事などを記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 



「担当薬剤師」欄にカーソルを合わせると薬剤師一覧が現れるので、相談を受けた薬剤師を選択し

てください。 

 
 

薬剤師名を編集する場合は「担当薬剤師」欄にカーソルを合わせ、一旦、薬剤師一覧を表示して

ください。一覧の一番下にある「編集」を選択すると次のような画面が開きます。 

 
 
キーボードの「Enter」を押し、カーソルを一番下に移動させ、薬剤師名を追加します。薬剤師名を
消去する場合は、消去したい名前のところにカーソルを合わせ、キーボードの「backspace」を使っ
て名前を消してください。 
登録が済んだら「OK」ボタンをクリックしてください。 



「性別」欄にカーソルを合わせると、下図のように選択肢が表示されますので、適当な選択肢にカ

ーソルを合わせ選択してください。 

 
「相談者続柄」欄にカーソルを合わせると、選択肢が表示されます。予め登録してある選択肢に該

当するものがない場合は、選択肢の一番下にある編集を選択し適当な項目を追加してください。 

 



編集を選択すると次のような画面が開きます。 

 
 
右側にあるスライドバーにカーソルを合わせ一番下まで下します。 

 

 
主治医の横にカーソルを持ってきてキーボードの Enterを押してください。 

 
入力スペースができますので、ここに選択肢をキーボードから入力し追加します。 



 
入力した選択肢でよい場合は「OK」をクリックしてください。これで、選択肢が追加され、一覧から
入力できるようになります。 
 
「紹介先」欄にカーソルを合わせると選択肢が表示されます。該当するものを選んでください。適当

な選択肢がない場合は、選択肢の一番下にある編集を選択し、「続柄」欄への選択肢の追加と同

様の操作をすることで選択肢を追加できます。 

 
「大分類」「小分類」欄は、相談内容を分類し入力することで、後の検索に役立てます。 



「大分類」欄にカーソルを合わせ、クリックすると選択肢が現れます。大分類は、日本薬剤師会の相

談事例に使用されている分類区分を採用しています。 

 
 
該当する、分類を選択してください。 
 
「小分類」にカーソルを合わせクリックすると、選択した大分類に該当する小分類が表示されます。 
＊ Ver.1.0 では、小分類はまだ試験的に設けているだけなので選択する必要はありません。将来
的には、大分類をさらに細かく分けた項目を追加したバージョンをリリースします。 

＊ 小分類の管理方法については、一番最後に説明します。独自に小分類を設定し、利用するこ

ともできます。 
 

 
 



＜入力 DATA確認＞ 
入力した DATAを確認する場合は、「閲覧画面へ」ボタンをクリックします。 
 

 

 
以下のような閲覧画面が開きます。閲覧画面では、DATAの編集はできません。 
入力した DATAの記録簿を確認する場合は、「記録簿確認画面」ボタンをクリックしてください。 
 

 
以下のような記録簿確認画面が開きます。 



内容を確認し、間違いがなければ、「印刷」ボタンをクリックしてください。 

 
 
以下のような画面が表示されます。 印刷が「現在のレコード」になっていることを確認し、 
「OK」をクリックします。 

 
 
以下のような報告書が印刷されます。（画面では記録簿の周囲が灰色となっていますが、実際には



無色です） 

 
 
＜報告書の確認と印刷＞ 
報告書を確認印刷する場合は、「報告書確認画面」ボタンをクリックしてください。 
 

 
次のような報告書確認画面が開きます。 



 

 
内容を確認し、問題がない場合は、「印刷」ボタンをクリックしてください。 
以下のような画面が表示されます。 印刷が「現在のレコード」になっていることを確認し、 
「OK」をクリックします。 

 

報告書が印刷されますので、関係機関に提出してください。 
 



＜データベース機能＞ 
データベース機能を利用するためには、入力画面などにある「一覧表示へ」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

または、[メニューへ]ボタンをクリックしメニューを開いてください。 
メニュー画面や一覧表示画面の「介護保険制度」「施設入所」「保険料・負担金」「介護等に関する

悩み」「介護方法」「介護用品・用具」「住宅改修」「市区町村独自」「その他」「全ての項目」ボタンを

押すと、データベースに保存されているそれぞれの項目に該当する事例が一覧形式で表示されま

す。 
 

 



一覧表示画面 

 
例えば「介護保険制度」ボタンをクリックすると、大分類「介護保険制度」に分類されている事例がピ

ックアップされ表示されます。続いて大分類の下に配された小分類の項目を押すと先に選択され

た大分類に該当するものの中で、選択した小分類に該当するものが表示されます。 
＊ 必ず大分類を選択した後に小分類を選択してください。 

 
該当事例がない場合は、上図のような画面が現れますが、「キャンセル」ボタンをクリッ



クし作業を続けてください。 

 

詳しく内容を確かめたい事例のカラムにカーソルを合わせクリックすると、詳細が閲覧画面で表示

されます（次の図を参照）。例えば、介護保険制度の一番上の事例を表示するには、ここにカーソ

ルを合わせてクリックします。 

 
 



＜キーワードによる検索＞ 

 
 
問い合わせ内容をキーワードによって検索することもできます。「検索」ボタンをクリックすると次のよ

うな画面が開きます。 
 

 

 



キーワード欄に適当なキーワードを入れ「検索実行」ボタンをクリックします。キーワードを訂正する

場合は「クリア」ボタンをクリックします。 
例えば、キーワードとして「ベッド」を入れ、 

 
「検索実行」ボタンをクリックすると、「ベッド」と言う語が含まれている、相談事例がピックアップされ

てきます。 

 



＜小分類項目の編集＞ 
小分類項目を編集する場合は、入力画面の「小分類のメインテナンス」ぼたんをクリックします。 
 

 
すると、次のような画面が開きます。 

 
 



大分類項目の直ぐ下のカラムに、それぞれの大分類項目に対する小分類項目を登録していきま

す。 
このバージョンでは、全ての大分類項目について相談後の処理形態により以下の 7
つに分類しています。 
１）助言ができた、２）情報提供を実施した、３）相談窓口を紹介した、４）サービスにつ

ながった、５）支援を実施した、６）今後も継続、７）その他。 
項目を追加したらキーボードの Enterキーを必ずおして、次の項目を追加してください。 
項目の追加訂正が終わったら、戻るボタンを押し入力画面へ戻ってください。 
 
 

§2 掲載データについて 

本データベースには、「薬局を活用した介護保険制度の周知・定着等支援事業報告

書」（日本薬剤師会 平成 15 年 3月、平成 14 年度老人保険事業推進費等補助金事

業（老人保健健康増進等事業分））に掲載された事例が予め収載されています。 
 
 

§3 協力機関 

本データベース作成に当たり、鹿児島市在宅介護支援センターの協力をいただきまし

た。 
 


